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経法第１講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ･応用経済

【2019年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門領域での基礎知識として，経 ・ 開発経済学の基本概念・基礎用語を習得し、貧困の構造、開
済学に基づく論理的思考法及び統計的分析手法を身につける。 発の失敗（市場・制度・政策の失敗等）とその対応策を、経済
そして，経済理論の応用分野として，リスク評価，公共政策， 学の視点から論理的に理解できるようになること
法や制度の経済分析をテーマとする3つの専門コースで，専門知 ・ 開発途上国・新興国における経済現象や解決すべき開発課題
識を具体的な問題解決に実践する力を身につける。 について、授業で学んだ理論・事例・議論を踏まえ、根拠を示

しながら独自の視点で分析・考察できるようになること

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本講義では、開発途上国および新興国が直面する開発課題を取り上げ、それらがどのようなメカニズム
で生じるのか、またどのような政策的対応が可能かを、経済学の視点から理解することを目的とする。
講義の前半では、開発経済学の基礎理論を確認したうえで、経済発展に伴う構造変動（産業構造・労働
移動・都市化等）を中心に学ぶ。あわせて、貧困の罠、産業集積、都市の機能、インフォーマル経済な
ど、開発経済学を理解するうえで基本的な概念と論点を整理する。後半では、アジア地域の経済発展の
特徴、キャッチアップ型工業化などを概観し、具体的事例を用いながら貧困削減政策や開発援助の成果
と限界について検討する。さらに、途上国の環境問題、貧困と環境問題の悪循環、持続可能な発展とい
ったトピックも取り上げ、開発と環境の両立に関する論点を考察する。

(5)授業計画 第１回　ガイダンスと授業概要：開発経済学の研究対象
第２回　貧困の測り方と貧困の構造：経済発展、貧困と不平等の指標・データ、貧困の構造
第３回　経済成長と発展の理論I：古典開発理論、農工間資源移転と資本蓄積、二部門発展モデル
第４回　経済成長と発展の理論II：現代開発理論、社会資本、ネットワークの形成
第５回　経済発展と農業問題：農業の産業特性、人口動態と開発
第６回　途上国の信用市場：信用の経済的役割と途上国の信用市場の特徴
第７回　人的資本と発展I: 貧困の罠、人的資本蓄積、教育・健康から見る開発
第８回　人的資本と発展II：教育と労働のトレードオフ
第９回　都市開発とインフォーマル経済：メガ都市や都市貧困の形成要因
第10回　集積のメカニズム：産業集積、工業化と生産性
第11回　アジアの発展経験：アジア地域経済発展の特徴、キャッチアップ型工業化
第12回　貧困の罠から脱出I：開発戦略、技術革新の役割とその制度
第13回　貧困の罠から脱出II：貧困削減政策、開発援助とその課題
第14回　開発と環境問題: 貧困と環境問題の悪循環、途上国の持続可能な発展
第15回　総括・授業アンケート

※授業の進行状況に応じて授業内容や実施日を変更することがある

(6)成績評価の方
法

・ 授業内での複数回課題や小テスト(60%)と、最終課題または期末レポート(40%)で評価する
・ 課題や小テストは概ね３講義につき１回の頻度で計５回実施する。授業の進行状況に応じて実施回数
や時期を変更することがある

(7)成績評価の基
準

中間課題や小テストの評価（複数回、60%）
授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「合格水準にある」、応用問題が解ければ「やや上にあ
る」、やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」、例題からは難しい応用問題が解ければ「卓
越している」。また、課題によってはグループワークで評価することがある。

最終課題や期末レポートの評価（40%）
(I)問題の設定が適切であり、(II)その問題や事例の背景を説明できており、(III)その問題や事例にど
のような課題があるのかを指摘できており、(IV)それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法を
適切に把握できており、(V)その上で自分の見解を提示できており、かつ、教員を感心させるレベルにあ
れば「卓越している」。(I)から(V)の５項目を満たしていれば「かなり上にある」。４項目までできて
いれば「やや上にある」。３項目までできていれば「合格水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

・ 講義資料の予習と復習、また参考書を講義の前後に読むことが望ましい
・ テキスト・参考書の該当箇所と新聞・雑誌・WEBサイト(例えば国連、世界銀行、アジア開発銀行など
のホームページ)の開発経済に関する記事を読むことが望ましい
・ よく見られる開発課題とその取り組みを調べてみよう

※この講義は60時間以上の時間外学習が必要となる

(9)履修上の注意 ・ ミクロ・マクロ経済学、公共経済学及び国際経済学を履修済みであるか、あるいはこの授業と併せて
履修することが望ましい



(10)質問,相談へ
の対応

授業前後、またはオフィスアワーで個別相談可

・ 事前にメール（yangjie@shinshu-u.ac.jp）でアポをお取りください

【教科書】 指定しない (講義資料を用いた講義形式)

【参考書】 参考書として以下の文献をあげる。個別の参考書や資料は講義中に適宜紹介する。

・ 山形辰史（2023）「入門開発経済学：グローバルな貧困削減と途上国が起こすイノベーション」中公
新書 
・ 大塚啓ニ郎（2020）「なぜ貧しい国はなくならないのか 正しい開発戦略を考える」日本経済新聞出
版
・ 黒崎 卓、山形 辰史（2017）「開発経済学：貧困削減へのアプローチ」日本評論社
・ 黒崎 卓、栗田匡相（2016）「ストーリーで学ぶ開発経済学」有斐閣ストゥディア


